
下條村文化遺産保存継承推進計画
【計画の改善時期】

平成31年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

35 年度 5年以内としてください。

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

長野県下條村  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の企画調整や、各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
教育委員会 教育係：各補助事業における文化財の取り扱いに関する指導・調整等。

また、補助事業は次の団体が実施する。
下條村伝統文化保存継承推進協議会（会長：原 董）
構成団体（下條史学会、大山田神社獅子舞保存会、神明社獅子お囃子保存会、下條村歌舞伎保存会、下條村教育委員会）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

2019年、下條村が誕生より130年を迎えるにあたり、下條村まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成29年3月）を踏まえ村の文
化遺産を活用して観光交流促進等の地域活性化を推進すると同時に、地域の文化遺産の次世代への継承あるいは記録保存する
ため、下記の取り組みを実施する。
また、文化遺産積極活用により観光政策と連携を果たし、より積極的な文化遺産活用・継承意欲の醸成を目指す。

■実施事業イメージ
平成31～35年度
後継者養成事業、用具等整備事業等の事業に取り組む。

※下條村 まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成29年3月）はURL(https://www.vill-shimojo.jp/gyousei/gyousei-
info/kakuka/soumu_osirase/files/H28sougousenryakukaitei.pdf)を参照。

地域文化遺産活性化

平成 31 年度 ～ 平成

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

村民自らの企画による郷土文化・風土の保存や、これを活用しようという積極的な取り組みにより、村民全体の文化遺産に
関する関心や意識が村全体で向上し、これらの保存・継承といった取り組みの活発化が期待できる。
また、行政と民間で協力体制をとって実施されることから、その成果物を下條村が活用し、村が取り組む「人の流れをつく

る～下條村への新しい人の流れをつくる～」施策２ 観光の活性化（下條村 まち・ひと・しごと創生総合戦略9P）で設定し
ている「主な取り組み」における「④下條村における観光資源ブラッシュアップ事業」、「⑤観光インバウンド推進事業」へ
の寄与が期待でき、KPIとして設定している「観光協会HPアクセス数 65,000人」（平成31年度）への寄与も期待できる。

地方公共団体
担当部局課

下條村教育委員会 教育係

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成30年度交付決定額： 0 千円 平成31年度要望額： 1,321 千円

様式１－１



150 人平成 35 年度目標値１： ⇒【現状値】 平成 30 年度 【目標値】150 人

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 下條歌舞伎定期公演への来場者数 関連事業: ①

現状値を維持する

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36

設定根拠１：

年度

人 人 人 人 人 人

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 村内文化芸能祭礼等保存会団体数 関連事業: ①②

平成 35 年度 4 団体

設定根拠２： 現状値を維持する

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 30 年度 4 団体 ⇒ 【目標値】

平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36 年度

団体 団体団体 団体 団体 団体

様式１－１別紙①



下條歌舞伎義太夫・三味線教室および台本整備事業 実施団体： 下條歌舞伎保存会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 35 年度

事業①：

 8（2）実施事業の概要 別紙

下條村の大切な無形文化遺産である下條歌舞伎について後世に継承するため、保存会会員を対象とした義
太夫・三味線講座および台本（三味線の朱入り台本）についての作成を行う。また、HP等で村民に紹介
し、村民における文化遺産継承意識醸成をはかる。

事業概要：

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 下條歌舞伎保存会の会員数の維持

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 20 人 ⇒ 【目標値】 平成 35 年度 20 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度 平成 36 年度

平成 34 年度 平成

人 人 人 人 人 人

事業②： 神明社獅子お囃子用具整備事業 実施団体： 神明社獅子お囃子保存会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 35 年度

事業概要：

下條村の大切な無形文化遺産である神明社獅子お囃子について後世に継承するため、痛みの激しい用具の
修理や新調を行う。また、HP等で村民に紹介し、村民における文化遺産継承意識醸成をはかる。

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

35 年度 平成 36

具体的な指標： 祭礼開催数の維持

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 2 回 ⇒ 【目標値】 平成 35 年度 2 回

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

回 回 回 回 回 回

様式１－１別紙②


